
 

平成３０年度 第１回佐賀県交通渋滞対策協議会 

 

議事概要 

 

 

１． 日 時 平成３０年８月２日（木） １０：００～１２：００ 

 

２． 場 所 佐賀国道事務所  ４Ｆ会議室 

 

３． 議 事 

 

（１）これまでの検討経緯について 

（２）交通状況のモニタリングについて 

（３）主要渋滞箇所の対策検討について 

（４）新たなソフト施策の取り組みについて 

（５）観光地の渋滞対策について 

（６）佐賀県内の渋滞対策の取り組みについて 

（７）今後について 

 

４． 議事要旨 

●主要渋滞箇所９箇所について、解除の了承を得た。 

●佐賀県内の渋滞対策として、バイパス・拡幅事業等のハード対策に加え、

交差点改良等のピンポイント対策や時差出勤を促す等のソフト対策を

引き続き進めていくことを確認した。 

●各道路管理者で継続して渋滞状況をモニタリングしていくことを確認し

た。 

 

以上 
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０．本日の報告事項・議事内容 1

本日のポイント２．交通状況のモニタリング

１．これまでの検討経緯について

３．主要渋滞箇所の対策検討

トラック・バス等の利用者団体と連携した渋滞対策の報告

主要渋滞箇所の解除について

ポイント１最新データによるモニタリング結果の報告

主要渋滞箇所の解除の提案

対策実施状況と対策済み箇所の交通状況の確認

７．今後について

今後の渋滞対策検討の考え方の報告

今後の対策検討方針について

ポイント２

ポイント３

主要渋滞箇所の対策状況と今後の検討方針

４．新たなソフト対策の検討

６．佐賀県内の渋滞対策の取組み

クルマ利用見直し社会実験の実施報告

５．観光地の渋滞対策

佐賀城下ひなまつり渋滞対策社会実験の実施報告

今後実施予定の対策について報告

ポイント４

昨年度実施した社会実験の結
果の報告

今後実施予定の渋滞対策に
ついて



１．これまでの検討経緯
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主要渋滞箇所の状況

主要渋滞
箇所数

155箇所

集約区間数 箇所数

35区間
78箇所

（77箇所）

佐賀県内の主要渋滞箇所（一般道）

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成
区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続して

おり、複数の主要渋滞箇所を含む区間

（２）主要渋滞箇所の選定結果

１．これまでの検討経緯 3

○佐賀県内の主要渋滞箇所として、平成25年1月に162箇所を選定・公表し、平成29年8月にバイパス整備及び交差点改良により
速度が20㎞/h以上になった7箇所を解除
○県内の主要渋滞箇所の約４割が佐賀市に集中

主要渋滞箇所の市町別内訳

佐賀市

58箇所
37%

鳥栖市

29箇所
19%

小城市

12箇所
8%

神埼市

9箇所
6%

唐津市

7箇所
4%

その他

40箇所
26%

N=155

苔野

嘉瀬新町

前満江

江北町上惣

牛津町砥川新宿

川原橋

唐津市千々賀

解除済み箇所（7箇所）

34

264

208

263

3

N

嘉瀬新町

前満江

牛津町砥川新宿

江北町上惣

苔野

川原橋

唐津市千々賀

佐賀市周辺

伊万里市周辺 唐津市周辺

203

34

207

202
204

497

34

202

川原橋

唐津市千々賀



１．これまでの検討経緯 4
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(主)久留米基山筑紫野線

一般国道２０８号

一般国道２０２号

(主)佐賀川久保鳥栖線

一般国道２０４号

（３）佐賀県内全体における渋滞対策の基本方針

九州佐賀
国際空港

唐津市

伊万里市

武雄市

佐賀市

至：福岡県

県都である佐賀市に
各方面からの交通が集中

至：長崎県

至：福岡県

：広域流動

：県内流動

：主要渋滞箇所

県を越える広域の
交通流動が多い

佐賀県全体の交通流動路線別の交通量と混雑度

課題 佐賀市街地を中心に、物流・交通拠点が集積する鳥栖市、伊万里市、唐津市や福岡都市圏との都市間交通が多い。
これらを結ぶ主要幹線道路では、交通容量不足が生じており、佐賀市には県内主要渋滞箇所の約４割が集中している。

基本方針 地域高規格道整備や現道拡幅による交通容量の拡大を図るとともに、交差点改良など局所的な対策やソフト施策による
渋滞軽減への取組みを検証していく。

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線
34
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資料：H22道路交通センサス

※高速道路、地域高規格道路を除く

県平均75百台/日（0.77）
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（1.09）
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１．これまでの検討経緯

交通渋滞対策協議会
県内全155箇所

【協議会・ＷＧメンバー】

道路管理者：国、佐賀県、佐賀市、NEXCO

佐賀県警

交通事業者：バス・タクシー協会、トラック協会

佐賀市街エリアＷＧ
54箇所

各道路管理者

①渋滞状況把握

②現地確認

③対策検討

④渋滞カルテによる管

理

佐賀県警

県警としての対策・取り組

み等

提案

報告

提案

報告

○平成25年1月に公表した主要渋滞箇所について、渋滞状況を把握し、渋滞解消の実
現を図ることを目的

○主要渋滞箇所の約４割が集中する佐賀市街では、エリアワーキングにおいて関係機
関連携のもと、ハード・ソフト施策を検討中

交通事業者

運輸業としての対策・取り

組み等
提案

報告

②対策の検討

③対策効果の検証

■ハード対策

・各道路管理者の事業を整理

・新たな対策を検討

■ソフト対策

・現在実施中のソフト施策の拡

充と新たな取り組みを検討

・マネジメントサイクルのあり方

・ハード、ソフト対策の基本方針

①主要渋滞箇所の特定

②対応方針の決定

(主要渋滞箇所削減に向けた対応方針）

③主要渋滞箇所の見直し

■各関係機関の役割と検討の流れ

提案

報告

①交通状況のモニタリング

提案・報告

（４）役割分担と進め方

5



○昨年度７箇所解除済みのモニタリングを実施し、すべての箇所で平均速度２０ｋｍ/ｈ以上を確認

主要渋滞箇所の解除箇所一覧

解除箇所の位置図

34

208

203

263

34

3

207

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線

497
202

解除箇所嘉瀬新町

唐津市千々賀

203

264
264

N

牛津町砥川新宿

江北町上惣

川原橋

苔野

前満江

曜日・時間帯 特定要件

平日 朝 （7時～9時） 平均速度20km/h未満
※いずれかの方向が
該当

平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

▼主要渋滞箇所（一般道）の特定要件

（１）解除済み箇所の交通状況

２．交通状況のモニタリング 6

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

28 一般国道34号 江北町上惣 13.2 15.0 17.3 21.6 23.4 24.6 （県）江北芦刈線

29 一般国道34号 牛津町砥川新宿 15.5 16.9 16.7 21.6 23.4 24.6 （県）江北芦刈線
30 一般国道34号 前満江 19.0 14.6 15.4 24.4 21.4 24.9 交差点改良
48 一般国道34号 苔野 15.5 15.8 18.9 27.3 25.6 27.5 交差点改良
39 一般国道444号 嘉瀬新町 18.8 22.5 17.0 25.4 31.0 29.0 佐賀福富道路
84 一般国道203号 川原橋 19.0 23.3 23.8 27.7 29.8 30.3 唐津伊万里道路
85 一般国道202号 唐津市千々賀 21.9 19.4 13.3 27.7 29.8 30.3 唐津伊万里道路

対策済み

区間No 箇所No
対策の有

無
事業名路線名 交差点名

選定時平均速度（ km/h）
　［H24.4～8］

対策後平均速度（ km/h）
［H29.4～H30.3］

※プローブデータ赤字：20km/h以下

※最低方向の平均速度を記載



○対策済み３箇所のモニタリングを実施し、各箇所とも依然として特定要件(平均速度２０ｋｍ/ｈ未満)に該当しているため、引き続
きモニタリングを実施

主要渋滞箇所対策実施箇所一覧

34

208

203

263

34

3

207

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線

497
202

モニタリング箇所

与賀町

203

264
264

N

鳥栖市村田町

曜日・時間帯 特定要件

平日 朝 （7時～9時） 平均速度20km/h未満
※いずれかの方向が
該当

平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

▼主要渋滞箇所（一般道）の特定要件

（２）対策済み箇所の交通状況

２．交通状況のモニタリング 7

※プローブデータ

佐賀大前

解除箇所の位置図

凡例
20㎞/h以下

単位：km/ｈ

平⽇朝 平⽇⼣ 休⽇ 平⽇朝 平⽇⼣ 休⽇
26 ⼀般国道３４号 ⿃栖市村⽥町 交差点改良 国 H25.3 国道34号 ⻄ 18.4 17.4 20.3 17.3 18.6 20.1

国道34号 東 19.7 22.6 30.5 16.8 23.4 22.2
県道145号 南 9.1 18.5 19.6 11.6 15.2 16.6

12、13 ⼀般国道２０７号 与賀町 （県）与賀町⿅⼦線 県 H28.3 国道264号 北 8.3 7.3 10.7 36.3 22.8 34.4
国道207号 ⻄ 7.9 12.3 14.1 18.5 20.2 23.1
主要地⽅道54号 南 14.9 14.1 16.5 15.1 16.5 19.8
国道207号 東 14.5 10.8 14.1 19.5 12.9 16.0

12 (主)⻄与賀佐賀線 佐賀⼤前 （県）与賀町⿅⼦線 県 H28.3 主要地⽅道54号 北 11.4 12.6 13.7 19.1 19.0 21.6
主要地⽅道54号 ⻄ 8.9 10.3 13.4 14.3 13.9 16.5
市道 東 - - - - - -
県道260号 南 17.0 18.6 22.7 17.7 22.5 26.0

事業
主体

供⽤
年次

②最新(H29.4-H30.3平均)①選定時(H24.4-H24.8平均)路線 ⽅向⾓区間
No

箇所
No

路線名 主要渋滞箇所 事業名



（３）今後の主要渋滞箇所（一般道）の取扱（解除）について

・主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を実施

２．交通状況のモニタリング 8

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

速度向上要因検証

※現地状況確認等 要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案され

た対策 等

解除箇所

渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況 渋滞緩和渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア ※ピーク時速度20km/h以上等

※当協議会による選定事業

（ハード・ソフト）

155箇所

12箇所 0箇所

3箇所
9箇所

未対策解除 対策済解除

0箇所
経過観察 ※渋滞の発生は確認されなかった

が一年間混雑状況をモニタリング

143箇所



選定時 前回 最新

82 一般国道２０４号 長谷 19.4 22.6 22.1

23 一般国道３４号 下潟 10.8 29.3 31.1

17 一般国道２０３号 晴田橋 13.3 25.3 21.9

62 一般国道２６４号 地蔵橋 14.9 21.8 23.3

45 一般国道３４号 神埼橋西 12.7 24.6 24.6

68 一般国道４９８号 牛間田新道 15.6 24.5 27.7

5 一般国道３４号 兵庫町西渕東 15.8 27.5 27.5

18 一般国道３４号 久本 16.1 25.2 25.2

61 一般国道３号 高田町北 16.1 24.5 25.9

40 (主)佐賀外環状線 空港大橋南 17.8 18.3 21.1

43 一般国道３４号 上犬童 18.9 16.8 27.8

58 (主)北茂安三田川線 下津毛 20.1 17.9 20.2

区間
No

箇所
No

主要渋滞箇所路線名
平均速度(km/h)

位置づけ

解除
提案

対策の
有無

未対策

経過
観察

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時） 平均速度20km/h未満
※いずれか一方向でも

該当する箇所
平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

34

208

203

263

34

207

202

3

207

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線

35

○モニタリングの結果、20km/h以上を確認した箇所は１２箇所で、全て未対策箇所
○これらの１２箇所については現地にて混雑状況を確認 ⇒ 次頁以降に各箇所の解除判断を提示

497

選定基準非該当箇所の一覧

▼主要渋滞箇所（一般道）の選定基準

▼主要渋滞箇所（一般道）のモニタリング結果

主要渋滞
箇所数

選定基準非該当箇所数

計 対策済 未対策

１５５箇所 12箇所 0箇所 12箇所

※プローブデータ
選定時：H24.4～H24.8
前回 ：H28.3～H29.2
最新 ：H29.4～H30.3

497
202

（４）最新データによるモニタリング結果（主要渋滞箇所１５５箇所を点検）

２．交通状況のモニタリング

選定基準非該当箇所（対策済：0箇所）

選定基準非該当箇所（未対策：12箇所）

高田町北

兵庫町西渕東

長谷

晴田橋

牛間田新道

久本

下潟

神埼橋西

34

9

選定基準非該当箇所の位置図

地蔵橋

203

264
264

N

赤字：20km/h以下

空港大橋南

上犬童

下津毛

※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 10

②下潟交差点（大町町）

下潟交差点方向1

方向2

方向3

N

下潟交差点のモニタリング

混雑なし

混雑なし

34

34

大町駅

至
江
北
町

至
武
雄
市

至白石町

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 30.4 27.4 31.1
解除
提案

平日夕 16.1 26.8 31.1

休日昼 10.8 26.8 33.6

方向1

方向3

方向2214

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の特
定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2年間
確認⇒解除候補として提案

①長谷交差点（唐津市）

長谷交差点

方向1

方向2

方向3

N

長谷交差点のモニタリング

204

204 至
唐
津
市
街

至
玄
海
町

至唐津駅

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 19.4 24.0 28.1

解除
提案

平日夕 21.9 22.6 23.2

休日昼 25.6 25.9 28.0

混雑なし

方向1混雑なし

方向2

方向3

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

方向1

方向2

方向3

方向3

方向2

方向1

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

※プローブデータ※プローブデータ

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 11

③晴田橋交差点（小城市）

晴田橋交差点
方向1

方向2
方向3

N

晴田橋交差点のモニタリング

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の特
定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2年
間確認⇒解除候補として提案

203

203

337

至
佐
賀
市

至
多
久
市

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 22.1 27.9 21.9
解除
提案

平日夕 13.3 25.3 24.9

休日昼 15.6 25.5 26.3

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

至天山

方向4
（データなし）

混雑なし

方向2

方向4

混雑なし

方向3

混雑なし

方向1

混雑なし

④地蔵橋交差点（神埼市）

地蔵橋
交差点

方向1

方向2

方向3

方向4

N

地蔵橋交差点のモニタリング

264

264

至みやき町

至佐賀市

至
佐
賀
市

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 17.3 23.1 28.8

解除
提案

平日夕 14.9 21.8 28.6

休日昼 25.4 22.3 32.9

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

至
国
道

号
385

方向2

方向3

方向4

混雑なし

混雑なし

方向1

混雑なし

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

方向2

方向1

方向3

方向4

方向2

方向1

方向3

※プローブデータ※プローブデータ

データ未取得

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 12

⑤神埼橋西交差点（神埼市）

神埼橋西
交差点

方向2

方向3

N

神埼橋西交差点のモニタリング

混雑なし

34
48

混雑なし

城原川

方向1

34

至吉野ヶ里町

至佐賀市

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 22.9 28.9 24.6

解除
提案

平日夕 14.6 24.6 25.4

休日昼 12.7 30.3 31.3

方向2

方向1

方向3

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

⑥牛間田新道交差点（嬉野市）

牛間田新道
交差点

方向1

方向2

方向3

N

牛間田新道交差点のモニタリング

混雑なし

混雑なし

498

498

至武雄市

至嬉野市役所

至
白
石
町

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 15.6 24.5 27.7

解除
提案

平日夕 19.2 25.5 28.3

休日昼 18.6 31.0 31.7

方向1

方向2
方向3

324

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

方向1

方向2

方向3 方向3 方向2

方向1

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

※プローブデータ※プローブデータ

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 13

⑦兵庫町西渕東交差点（佐賀市）

兵庫町
西渕東交差点方向1

N

方向2

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 25.8 32.3 27.5
解除
提案

平日夕 22.5 27.5 27.9

休日昼 15.8 27.9 27.8

兵庫町西渕東交差点のモニタリング

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

34

34

333

至
小
城
市

至
神
埼
市

至佐賀市街南部

方向1

方向3
（データなし）

方向4 
（データなし）

混雑なし

方向3

混雑なし

方向4

方向2

混雑なし

混雑なし

⑧久本交差点（小城市）

方向3
（データなし）

方向2

N

久本交差点のモニタリング

34

34

至
佐
賀
市

至
江
北
町

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 16.1 25.2 25.2
解除
提案

平日夕 25.3 28.8 29.6

休日昼 26.6 28.8 32.5

久本交差点

至三日月町堀江

至三日月町金田

方向1

混雑なし

方向2方向4
（データなし）

方向3

混雑なし

方向4

混雑なし

方向1

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2
年間確認⇒解除候補として提案

方向2

方向1

方向1

方向2

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

※プローブデータ※プローブデータ

333

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 14

⑨高田町北交差点（鳥栖市）

高田町北
交差点

方向1

方向2

方向3

N

高田町北交差点のモニタリング

混雑なし

混雑なし
3

3

336

至久留米市

至基山町

至
み
や
き
町

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 20.5 25.8 26.3

解除
提案

平日夕 20.9 25.9 26.7

休日昼 16.1 24.2 25.9

方向2

方向1

方向3

混雑なし

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の特
定要件をクリア、現地でも渋滞が発生していないことを2年間
確認⇒解除候補として提案

方向3

方向2

方向1

⑩空港大橋南交差点（佐賀市）

空港大橋南
交差点

方向1
方向2

方向3方向4

N

空港大橋南交差点のモニタリング

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア
⇒解除候補として、平成31年度まで経過観察

至佐賀市

至九州佐賀国際空港

至
久
保
田
町

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 23.2 21.0 21.1 平成31年度まで

経過
観察

平日夕 17.8 18.3 21.3

休日昼 21.7 19.6 23.1

至
国
道

号
444

49

48

48

49

方向3

方向4

方向1
方向2

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

※プローブデータ※プローブデータ

混雑なし

方向2

混雑なし

方向1

混雑なし

方向3

混雑なし

方向4

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（５）主要渋滞箇所解除の提案(未対策箇所)

２．交通状況のモニタリング 15

⑪上犬童交差点（神埼市）

上犬童交差点のモニタリング

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア
⇒経過観察

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 24.8 19.0 27.8
経過
観察

平日夕 18.9 16.8 33.8

休日昼 19.6 20.0 33.6

34

至神埼市内

至佐賀県庁

至
ゆ
め
タ
ウ
ン
佐
賀

51

上犬童
交差点

方向1

方向2

N

方向1

方向2

⑫下津毛交差点（三養基郡）

下津毛交差点のモニタリング

○各方向平均速度20km/h以上を確認し、主要渋滞箇所の
特定要件をクリア
⇒解除候補として、平成31年度まで経過観察

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

判断
選定時 前回 今回

平日朝 19.8 17.9 22.3 平成31年度まで

経過
観察

平日夕 22.2 18.2 20.2

休日昼 20.6 22.2 24.5

至
久
留
米
市

133

22

至
佐
賀
市

至みやき町

至東脊振

下津毛
交差点

方向1
方向2

方向3方向4

N

方向4 方向3

方向1

方向2

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（H28.3～Ｈ29.2）

今 回（ H29.4～Ｈ30.3 ）

選定時（H24.4～H24.8）

※プローブデータ※プローブデータ

34

混雑なし

方向2

混雑発生

方向2

混雑発生

方向1

方向1

方向3

方向4

混雑なし

混雑なし

混雑なし

※最低方向の平均速度を記載 ※最低方向の平均速度を記載



（６）国道34号武雄バイパス開通効果のフォローアップ(速報)

２．交通状況のモニタリング 16

北方工業
団地入口

北方大崎

武雄
北方IC

武

雄

バ

イ

パ

ス

34 北方中学校
入口

○武雄バイパスの開通(H30.2)に伴い、国道34号側の交通の一部が武雄バイパスに転換し、3つの交差点(武雄北方IC交差点、
北方工業団地入口交差点、北方大崎交差点)において国道34号側の混雑が緩和

対策事業

武雄バイパス(L=1.4km)【H30.2開通】

武雄バイパスは武雄市街地の通過交通(主に国道34号)を排除し、現道部の
交通環境改善を目的とする道路

事業概要図

旅行速度(km/h)

北方工業団地入口

北方中学校入口

武雄北方IC

34

34

498

498

24

方向1

方向3

方向2

方向3

方向1

方向2

方向2

方向3

方向1

方向2
北方大崎

方向1

プローブデータ：選定時（H24.4～H24.8）/最新（H30.3～Ｈ30.5）

方向3

方向4

方向4

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

21.5 6 .7 15.3 8 .4 9.1 10.1

-13 .1 2.4 -5.2
21.0 17 .1 22.3 30 .5 26.5 29.0

9 .5 9.4 6.7
8.8 17 .5 9.9 10 .0 9.1 9.9

1 .2 -8.5 0.0
データ無し データ無し データ無し 22.8 20.5 21.3

- - -

38.8 39 .4 42.9 34 .0 29.5 37.0

-4 .7 -10.0 -5.8
21.8 20 .0 24.0 25 .4 26.7 28.5

3 .6 6.7 4.5
18.8 17 .5 19.7 25 .6 26.6 29.6

6 .8 9.1 9.9
7.1 7 .7 8.9 10 .1 6.7 9.9

3 .0 -1.0 1.0

23.1 23 .7 25.2 28 .3 30.3 29.7

5 .2 6.6 4.5
21.1 20 .9 26.0 29 .1 28.5 30.3

8 .0 7.7 4.3
18.2 20 .2 19.5 データ無し データ無し データ無し

- - -
38.7 38 .0 37.5 32 .4 30.5 26.4

-6 .2 -7.5 -11.1

30.5 25 .5 29.5 26 .2 22.9 21.3

-4 .2 -2.6 -8.2
13.2 16 .0 15.8 データ無し データ無し データ無し

- - -

北方
中学校

向上

向上北方大崎

方向3 国道34号

方向1 市道

変化無し

向上

向上

低下

低下

低下

-

-

北方工業
団地入口

方向1 (主)武雄多久線

方向2 国道34号

方向1

方向3 国道34号

国道498号

方向2 国道34号

方向1 国道34号

方向2 国道34号

方向4 市道

変化無し

武雄北方
IC

方向4 国道498号 -

方向3 国道34号

速度変化

方向1 IC出口

方向2 国道34号 向上

低下

進入方向
選定時(H24.4～H24.8平均) 最新(H30.3～H30.5平均)



（１）今後の渋滞対策検討の考え方について（佐賀県全体の渋滞対策の基本方針に基づく（P.4））

17

○佐賀県内の主要渋滞箇所は、佐賀県全体の渋滞対策の基本方針に基づき、対策メニューの検討を実施
○道路改築事業等による対策には、長期間を要するため、早期に対応可能なソフト対策およびピンポイント対策を推進

主要渋滞箇所

（１）渋滞要因の整理
■交通需要過多（容量超過） ■阻害要因（容量低下）

（３）道路用地内での対策可否

車線運用の変更

⇒流入車線構成の変更など

⇒右折・左折ﾚｰﾝの設置・延伸
⇒バスベイの設置又は移設など

⇒誘導・案内標示の強化など

＜ピンポイント渋滞対策＞

道路用地内での改良

誘導表示の改善

永吉

久留米分岐

武雄北方IC

（４）用地買収の可否

YES NO

３．主要渋滞箇所の対策検討

永吉 済

済

済

トラック・バス等の
利用者団体と連携

交通需要の抑制

⇒交通手段の変更（公共交通）
⇒時間の変更（時差出勤）
⇒経路の変更（案内表示変更）

（２）最適な渋滞対策手法の検討

＜ソフト対策＞

大土井

交通運用の改善

⇒信号現示の改良など

ソフト対策 ハード対策

用地買収後、交差点改良

バイパス・拡幅整備

＜ハード対策＞

YES

NO

【平成30年度検討】
各道路管理者で検討し、
WGで報告を予定

東分
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トラックやバス等

利用者団体と連携

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

○人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との連携を強化し、利用者目線で対策
箇所を特定した上で、即効性のある渋滞対策を実施

〇佐賀県内では、今年度「国道3号永吉交差点」において対策事業に着手

（２）トラック・バス等の利用者団体と連携した渋滞対策

３．主要渋滞箇所の対策検討

【今年度対策事業に着手：国道３号永吉交差点】
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○佐賀市街エリアの交通課題への対応策として、現在、道路整備や信号現示調整などの取組を推進
○このうち、今後取り組みが予定されていない北側および西側からの流入交通や中心部内々交通を対象とした混雑緩和を図る

ため、ソフト施策の導入を検討
○H29年度に北側からの流入に対するソフト施策を社会実験として実施し、効果を検証

十
五
中
原
線

(仮)川副IC
(仮)諸富IC

(仮)東与賀IC

(仮)空港西IC
(仮)空港東IC

多久佐賀道路（Ⅰ期）

N

大財3丁目
交差点

信号調整

←東与賀佐賀線
バイパス整備

No 方向
対象
交通

対応策

① 東側 流入
神埼佐賀拡幅整備
大財3丁目交差点信号調整

② 南側 流入 東与賀佐賀線バイパス整備

③ 北側 流入 ソフト施策を検討のうえ対応

④ 西側 流入 ソフト施策を検討のうえ対応

⑤ 南北 通過
有明海沿岸道路、佐賀唐津道路
の整備

⑥ 東西 通過
国道34号信号調整
植木橋木角線整備

⑦ 中心部 内々 ソフト施策を検討のうえ対応

①東側流入④西側流入

②
南
側
流
入

⑦中心部内々

大
財
藤
木
線

凡 例

計画中路線

主要渋滞箇所 うち優先10箇所

事業中路線

事業完了路線

（１）佐賀市街の方向別の対応策

③
北
側
流
入

解除済箇所

４．新たなソフト対策の取り組み

No 方向
対象
交通

ソフト対策方針 実施主体 検討状況

③ 北側 流入 クルマ利用の見直し 渋滞対策協議会 社会実験を実施済み

④ 西側 流入 情報板・ＨＰによる経路誘導案内 渋滞対策協議会 道路整備後実施予定

⑦ 中心部 内々 自転車利用の促進 佐賀市 市の計画に準じて実施予定

佐賀市市街エリアの交通課題への対応策の状況

今回報告

⑤
南
北
方
向
通
過

⑥東西方向通過



実験目的
国道263号の渋滞緩和効果の検証
本格実施に向けた課題の把握

実験期間 平成29年11月27日（月）～12月1日（金）

対象
団体

・佐賀国道事務所
・佐賀県
・佐賀市
・佐賀県建設業協会 加盟企業
・佐賀県コンサルタント協会 加盟企業

※非常勤職員、臨時職員も対象

対象者 国道263号を利用して自家用車で通勤している者（右図）

実験への
参加方法

・出勤時間の変更 ： 出勤を早めるまたは遅らせる
・交通手段の変更 ： 自家用車からバスや自転車に変更
・相乗り通勤 ： 複数人数で一緒に自家用車で出勤
・その他の方法 ： 有給休暇取得、出張 等

目標数 170人 ※対象者85人に対し、実際の参加者は68人

効果把握
調査項目

①交通量調査 ②渋滞長調査 ③旅行速度調査
④アンケート調査 ⑤トラカン交通量・速度分析
⑥ETC2.0プローブ速度分析 など

20

（２）北側からの流入に対するソフト対策

〇国道263号では、交通量が1,100台/時を超えると速度が低下（8時台）しており、1,000台/時未満になると速度が向上
○国道263号の渋滞緩和効果の検証、本格実施に向けた課題の把握を目的として、クルマ利用見直し社会実験を実施
○交通量が1,000台/時を超えると渋滞、約170台が減れば渋滞緩和見込みであるため、目標数を170人と設定して効果を確認

実験内容

効果

実験への参加方法

出勤時間の変更 交通手段の変更 相乗り通勤

佐賀市

佐賀県

佐賀国道事務所

263

34

①クルマ利用見直し社会実験の概要

参加団体

４．新たなソフト対策の取り組み

対象団体位置図

70台 100台

6時台 7時台 8時台 9時台

1,000台/時のライン

6時台へ転換

936台/時

219台/時

9時台へ転換
1,069台/時

1,103台/時

バスや自転車に転換

25km/h

約20km/h

約30km/h

1,000台/時を超えると渋滞
約170台が減れば渋滞緩和

約40km/h

約

国道263号時間帯別の交通量と旅行速度

219

1069 1103

936 981

796 828 79840

25
21

26 26 25 27 26
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45
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800
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1200

６
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台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
時
台

１
２
時
台

１
３
時
台

交通量 速度
（台） （km/h）

交通量：国道263号 市内方向 H22道路交通センサス
速 度：バス路線起点→佐賀駅 民間プローブH27.10

1,000台/時超えで速度低下

1,000台/時のライン



1,269 1,2431,197
1,098

0

500

1,000

1,500

7時台 ８時台

交
通
量

通常 実験中

（台）

19.5

11.1

19.3
12.1

0.0

10.0

20.0

30.0

7時台 8時台

区
間
速
度

通常 実験中

（km/h）

150 150 160
100

320 300
330

260

0

100

200

300

400

500

600

700

通常 実験中 通常 実験中

7時台 8時台

滞
留
長
・渋
滞
長

（m）

滞留長(通常)
渋滞長(通常)

滞留長(実験中)
渋滞長(実験中)

5.2

9.2

5.3

8.4

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

7時台 8時台

所
要
時
間

通常 実験中

（分）

○社会実験実施による国道263号の交通量の減少に伴い、滞留長及び渋滞長が減少
○速度は８時台にやや向上し、所要時間もやや短縮

交通量

やや減少

やや向上

速度

朝ピーク時（2時間）

佐賀大和IC

263

至
神
埼
市至

小
城
市

至福岡市

至佐賀市街

国立病院前
交差点

34

佐賀工場団地
交差点

対
象
区
間

高木瀬公民館前
交差点 1.7km

位置図

渋滞長

滞留長・渋滞長減少

所要時間

やや短縮

朝ピーク時（2時間）

※重点日と設定した11/27（月）と29（水）のうち、
29（水）が雨天だったため、月曜日の比較検証を実施

通常：11/20（月） 実験中：11/27（月） 佐賀工場団地交差点
通常：11/20（月） 実験中：11/27（月）
区間：佐賀工場団地交差点～国立病院前交差点

通常：11/20（月） 実験中：11/27（月） 佐賀工場団地交差点
通常：11/20（月） 実験中：11/27（月）
区間：佐賀工場団地交差点～国立病院前交差点

21

②社会実験の結果

４．新たなソフト対策の取り組み

約6％減少
約12％減少

朝ピーク時（2時間）

朝ピーク時（2時間）

約1分減少

1km/h
向上

減少減少

（２）北側からの流入に対するソフト対策



思う

24%

思わない

16%

どちらとも

言えない

57%

無回答

3%

○クルマ利用見直しの継続意向は参加者の４分の１程度。組織側の制度構築や取り組みやすい仕掛けづくりが課題
○組織側では働き方改革として、夏季期間（7～9月）に、「朝型勤務」や「ゆう活」が奨励され、時差出勤に取り組みやすい体制
→今後は夏季期間に「朝型勤務」や「ゆう活」の制度のある企業へ拡大し、働き方改革と相まったクルマ利用見直しを推進

今後の継続意向

Ｎ＝68

継続意向は
参加者の4分の1程度

肯定的な意見

○早めに出勤したら道が空いていてストレスなしに通勤できた。

否定的な意見

○公共交通機関の本数が少ない地域では参加が厳しい。
○時差出勤できる体制が無いため参加が難しい。

参加者からの提案

○メリットを感じるような仕掛けが必要。
○フレックスタイム制の導入が必要。

取組への主な意見

組織側の制度構築や
取り組みやすい仕掛けづくりが課題

22

③課題と今後の取組方針

４．新たなソフト対策の取り組み

「ゆう活」制度

出典：厚生労働省佐賀労働局報道資料（H29.6.23）

■目的：長時間労働の抑制・ワークライフバランスの実現

■概要：明るい時間が長い夏の間は、朝早くから働き始め、夕
方には家族などと過ごせるよう、夏の生活スタイルを
変革する新たな国民運動（政府が推進）

厚生労働省

「朝型勤務」制度 佐賀県

■目的：県職員のワークライフバランスの実現及び業
務能率の向上

■期間：毎年7/1～9/30（3ヶ月間）
■概要：（1）職員から申請があった場合、通常午前8時

30分から午後5時15分までの勤務開始時間
を、1時間又は30分早める勤務時間の割り
振り変更を可能とする。

（2）朝型勤務の職員は、原則定時退庁とする。
（3）業務に支障がない限り午後4時以降に会議

時間を設定しないよう努めることとする。

出典：佐賀県HP報道発表（H29.6.29）

（２）北側からの流入に対するソフト対策



23

■実施主体
佐賀県交通渋滞対策協議会

■実験日（システム運用日）
平成30年3月3日（土）・ 4日（日） ・11日（日）

■効果検証方法
①交通量調査 ②渋滞長調査 ③旅行速度調査
④駐車場利用台数調査 ⑤駐車場入庫待ち台数調査
⑥駐車場利用者アンケート調査

■効果検証調査日時
実験時：平成30年3月 3日（土）・4日（日） 9:00～18:00
通常時：平成30年2月24日（土） ・3月10日（土）9:00～18:00

データ：H28.3.12･13
民間プローブデータ

■無料駐車場への誘導と駐車場利用時間の分散（イメージ）

■国道264号の渋滞

○入庫待ち車両による後続車両阻害
○上記による渋滞発生

②駐車場事前予約：下表の3箇所（計40台）で予約システムを導入

①満空情報の提供：下表の6箇所の満空情報を提供

循誘小

図書館・体育館

歓興小

片田江

大財橋大財橋北

松原三丁目
中の小路東

松原二丁目

八幡小路

中央橋

呉服元町

郵便局前

佐嘉神社角

徴古館
（65台）

佐嘉神社(北)
（100台）

佐嘉神社(南)
（300台）

歴史民俗館
駐車場
（31台）

旧福田家
駐車場
（24台）

循誘小学校
駐車場
（70台）
※臨時

誘導

有料で満車

無料で空車

264

誘導

 
No 駐車場名 料金 満空情報 

予約 

システム 

1 徴古館 有料 ○ - 

2 佐嘉神社(北) 有料 ○ - 

3 佐嘉神社(南) 有料 ○ - 

4 歴史民俗館 無料 ○ ○ 

5 旧福田家 無料 ○ ○ 

6 循誘小学校 無料 ○ ○ 

5台

5台

30台

イベント同時開催
3月 3日（土）・4日（日）

：骨董市 等
11日（日）：ハンドメイド

フェア

５．観光地の渋滞対策（佐賀市/佐賀城下ひなまつり）

（１）佐賀城下ひなまつり観光渋滞対策社会実験の概要

【課題】国道264号で、ひなまつりと同時にイベントが開催されている日に、入庫待ち車両による阻害により渋滞が発生

【方針】 【対策】 【期待される効果】
無料駐車場の ①満空情報の提供
の有効活用 ②駐車場事前予約（無料駐車場）

（空き駐車場への誘導） ③混雑区間を利用しない迂回の呼びかけ

①空き駐車場への直接入庫で入庫待ち、うろつきを解消
②決められた時間、場所への駐車を可能とし入庫待ちを

解消（予約者は現地で確実な駐車が可能に）

課題

方針

対策

実施概要

③国道264号の混雑区間を利用しない経路への迂回を呼びかけ
（郵便局前交差点～片田江交差点）
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24５．観光地の渋滞対策（佐賀市/佐賀城下ひなまつり）

○３日間の社会実験において、駐車場の事前予約台数は190台、実際の来場台数は152台
○佐嘉神社駐車場では満車により入庫できず他の駐車場へ向かう車両が減少し、無料駐車場の入庫台数が増加
○駐車場利用者アンケートの結果、取組参加者の半数が無料駐車場へ転換し、国道264号混雑区間の速度が向上

（２）社会実験の結果（取組の実施効果）

駐車場の予約、来場台数

予約
枠数

予約台数
(率)

来場台数
(率)

アンケート
回答数

(率)

240台 190台
(79％)

152台
(80％)

120人
(79％)

〔平成30年3月3日(土)・4日(日)・11日(日)の延べ数〕

＜事前予約・満空情報利用・3日間＞

※予約枠数：240台
（＝3箇所計40台×2回転(午前・午後)×3日間）
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0

20

40

60

80

11時台 12時台 13時台 14時台 15時台

（台） ＜無料駐車場3箇所＞

3/10（取組なし） 3/11（取組あり）

増加 増加 増加 増加

＜郵便局前交差点→片田江交差点＞

利用予定だった駐車場 実際に利用した駐車場

取組参加者の約５割が無料駐車場へ直接アクセス

Ｎ＝162 Ｎ＝162

※無料駐車場の事前予約利用者、満空情報利用者、
有料駐車場の満空情報利用者で合算集計。

速度向上

今回の取組が国道264号の渋滞緩和に寄与

有料駐車場の入庫できなかった台数 無料駐車場の入庫台数

駐車場利用者アンケート結果 国道264号混雑区間の交通変化 ＜取組の対象駐車場の位置＞

昼間9h平均交通量

1,307
1,211

0

500

1,000

1,500

2,000

3/10

（取組なし）

3/11

（取組あり）

（台/時）

昼間9h平均速度

交通量減少

データ：旅行速度調査データ：交通量調査結果

データ：駐車場調査結果

データ：駐車場調査結果



25５．観光地の渋滞対策（佐賀市/佐賀城下ひなまつり）

○本取組により、国道264号の渋滞緩和に対して一定の効果を確認
○今後は地元自治体を実施主体とした試行に移行するとともに、自治体による本格実施に向けた検討の調整や予算確保を実施

（３）今後の展開

地元自治体を実施主体とした試行の働きかけ

・今回の取組効果を地元自治体へPR

・今後の展開として、地元自治体を実施主体とした取組実施の働きかけ

・開催期間中は適宜状況に応じて、駐車場事前予約等のシステムを自ら
運用し、恒常的な取組として地元に根付かせる

観光協会

駐⾞場
管理者 警察

地元⾃治体

道路管理者

実施主体

国⼟交通省

必要に応じた⽀援

＜将来的な実施体制のイメージ＞

互いに連携し合いながら
駐⾞場事前予約等のシステムを展開

全体統括

将来的な実施体制の検討

●地元自治体（実施主体）
●駐車場管理者
●観光協会
●道路管理者
●警察 等

必要に応じた
国土交通省の支援

（直轄国道での迂回案内等）

＜観光協会＞ ＜道路管理者＞

＜駐⾞場管理者＞ ＜警察＞

＜各主体の役割分担のイメージ＞

路上案内の道路使⽤許可駐⾞場内の誘導案内

路上案内看板の設置
（道路占有許可）

HP上のバナー設置



６．佐賀県内の渋滞対策の取組み 26

○唐津市内の松浦川を東西に渡河する路線は、虹の松原線、国道２０２号、西九州自動車道路の３路線に限定
○松浦川の東西に市街地が形成されているほか、松浦川西側には観光地が分布しており、唐津市西部からの福岡方面への通

勤等や福岡方面から唐津や呼子方面への観光等の交通は、松浦川を横断する３路線に集中している状況

（１）唐津市内の渋滞対策

①唐津市内の現状

唐津市街に
唐津城を含め
観光地が分布

呼子方面にも
観光地が分布

データ：H27国勢調査

居住人口 観光地・通勤移動

福岡方面からの
来訪者は

３路線に集中

福岡方面への
通勤・通学・買物

虹の松原線

住宅地は松浦川
の東側に形成

市街地は松浦川
の西側に形成

N N



27

○唐津市街地（松浦川西側）～二丈鹿家IC間を通過する時間は、３路線ともほぼ同程度
〇主要渋滞箇所である国道２０２号大土井交差点の渋滞対策として、国道２０２号から西九州自動車への交通の転換を検討
○国道２０２号唐津大橋を東西に通過する交通のうち、西九州自動車道への経路転換が期待できる交通量は、平日では約８７
百台、休日は約１１７百台

（１）唐津市内の渋滞対策

②交通状況の分析

唐津市街地（松浦西側）～二丈鹿家IC間の移動経路

唐津千々賀山田IC

浜玉IC

唐津IC

二丈鹿家IC

唐津駅

大土井交差点
瀬田原交差点

福岡方面

唐津市街
方面

平日

▼路線ごとの所要時間

分

（分）

H29.4～H30.3 ETC2.0プローブ情報（休日15時台）出典：

下り（H29.4～H30.3 ETC2.0プローブ情報（平日7時台））
上り（ H29.4～H30.3 ETC2.0プローブ情報（平日18時台））

出典：

３路線とも所要
時間は同程度

休日

６．佐賀県内の渋滞対策の取組み

分析断面

分 分 分 分 分

分

（分）

分 分
分

分 分

主要渋滞箇所

休日

出典：ETC2.0プローブデータ（H29年度）

出典：ETC2.0プローブデータ（ H29年度）

平日

▼転換が期待できる交通量
（国道202号→西九州自動車道）



現在

見直し後

西九州道で
唐津市街地へ誘導

国道202号で
唐津市街地へ誘導

28

○高速道路（西九州自動車道）への経路転換を促すための対策として、公安委員会や観光協会等の関係機関との協議を踏ま
え、案内標識（誘導看板）の見直しを実施予定（１３箇所）

○観光協会等にＰＲ周知（チラシ配布等）を行い、西九州自動車道への経路転換による利用者増加を促進

（１）唐津市内の渋滞対策

③渋滞対策（案）

大土井
交差点

瀬田原交差点

瀬田原交差点の案内標識の見直し

地点1

地点2

地点3

地点4

二丈鹿家ICの案内標識の見直し

浜玉IC

唐津IC

二丈鹿家IC

福岡方面

唐津市街
方面

地点2

地点1

地点3

地点4

現在

見直し後

西九州道で
福岡へ誘導

国道202号で
福岡へ誘導

現在

見直し後

国道202号で
福岡へ誘導

西九州道で
福岡へ誘導

６．佐賀県内の渋滞対策の取組み

標識変更箇所

現在

見直し後

西九州道で
唐津市街地へ誘導

変更

変更

変更

主要渋滞箇所

ノーズ付近

変更
変更
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○国道34号東分交差点では、国道207号から国道34号へ右折し、佐賀市街へ向かう車両が多く、右折車線及び青時間が不足
○ピーク時間帯には、国道207号の流入部で最大270mの渋滞が発生

（２）東分交差点の渋滞対策

６．佐賀県内の渋滞対策の取組み

交通渋滞の発生状況

・国道207号からの流入部で交通渋滞（捌け残り）が発生
・国道34号及び町道の渋滞はほとんど発生しない（ピーク時間

帯の渋滞長は20～40m程度）

国道207号の渋滞状況

①現状の課題

位置図 ピーク時の混雑状況

至 白石町

至 江北町役場

右折待ち車両
による渋滞

東分交差点

佐賀県江北町

（国道207号上り線）

N

東分交差点

主要渋滞箇所

Ｎ

東分交差点

Ａ．至 江北町役場

Ｃ．至 白石町

Ｂ
．
至
佐
賀
市

Ｄ
．
至
武
雄
市

：最大渋滞長（朝ピーク時）
：最大渋滞長（夕ピーク時）

ＪＲ肥前
山口駅

自動車計（台/h）

武雄市方面
最大

渋滞長
発生

時間帯

朝ピーク時 20m 7:40

夕ピーク時 0m 18:40

白石町方面
最大

渋滞長
発生

時間帯

朝ピーク時 270m 7:30

夕ピーク時 150m 17:50

江北町役場方面
最大

渋滞長
発生

時間帯

朝ピーク時 0m 7:30

夕ピーク時 10m 18:00

佐賀市方面
最大

渋滞長
発生

時間帯

朝ピーク時 40m 7:50

夕ピーク時 0m 18:00

※調査日：H29.10.26(木)/朝ピーク時：6:30-8:30/夕ピーク時：17：00-19：00



30

○右折の滞留長が不足しているため、既存の道路用地で右折車線を増設予定

（２）東分交差点の渋滞対策

６．佐賀県内の渋滞対策の取組み

②渋滞対策（案）

課題①：朝夕のピーク時は佐賀市へ向かう右折交通が集中し、右折の滞留長が不足
⇒対策案①：右折車線を増設し、右折滞留長を延伸

渋滞対策（案）

現供用形態

交差点先の直進車線にあわせて、
直進２車線へ変更。

既存の用地幅内で右折車線を増設し、右
折滞留長を延伸。
既設 約20m → 計画（案） 約50m

国道207号からの右折車線に合わせて、2
車線へ変更。

交差点改良（案）



７．今後について 31

①主要渋滞箇所の交通状況のモニタリングの継続及び解除検討

②主要渋滞箇所の渋滞要因の把握及び新たな対策の検討

・次回の協議会（平成30年度内）及び佐賀市街エリアに向けて

③既存対策の推進

〇エリアＷＧにおいて、最新データによるモニタリング結果等を有効に活用し、佐賀市街地エリアの渋滞対策の検討を推進
○これまでの渋滞協・ＷＧで議論した交通課題を踏まえて、道路整備を始めとするハード対策や、現状の機能を有効活用するた

めのソフト対策、ピンポイント渋滞対策を検討
○平成30年度は渋滞対策協議会を平成31年1月～3月頃に再度開催予定
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